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論文審査の要旨 

 

HIV 感染者は心血管疾患などの合併症が多い事が指摘されているが、腸管粘膜損傷によ

る常在菌叢の体内への侵入や HIV 持続感染による慢性炎症が原因と考えられている。申

請者は、日本人 HIV 感染者における腸内細菌叢の変化、ならびに腸の恒常性維持に必須

である便中短鎖脂肪酸との関連性について解析した。 

奈良医大感染症内科に通院中の HIV 陽性患者 49 名を対象とし、便サンプルより腸内細

菌叢解析および便中有機脂肪酸解析を行った。同時に CD4 数等の臨床情報を検討した。

結果、CD4 数が 350 未満の場合に腸内細菌叢の多様性が低下し、短鎖脂肪酸産生菌が減

少していることが明らかとなった。CD4 低値は腸内細菌叢変化をきたし、便中短鎖脂肪

酸の減少を引き起こし、血管内皮障害や制御性 T 細胞を含む全身性炎症と関連している

可能性が示唆された。 

公聴会においては、CD4 数 350 をカットオフにした理由、BMI との関係、欧米での先行

研究と本研究の類似性と違い、αおよびβ多様性における指標による結果の差異などの

質問を受けたが、それぞれ適切に回答された。 

本研究は、本邦で初めて HIV 感染者の腸内細菌叢解析と短鎖脂肪酸との関連性について

検討したものであり、HIV 感染における血管内皮障害・メタボリックシンドローム・腸

管免疫を含む全身性炎症の病態解明につながる研究である。本研究は微生物学の発展に

寄与するものと考え、審査委員全員が学位授与に値すると判断している。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに微生物学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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